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光の波長オーダーの間隔で 2枚のミラーを配置した微小光共振器中に有機分子薄

膜を配置すると、共振器内部の光子と励起子の相互作用によりポラリトン状態が形

成されうる。これにより励起エネルギー移動や光異性化反応の効率が変調を受ける

ことが知られており、分子－光共振器系の設計による新たな物性変調の可能性が期

待される。一方、一重項分裂(SF: singlet fission)とは、単一の一重項励起子（S1）が

2 つの三重項励起子（T1）に分裂する過程であり、S1励起子と 2 つの T1励起子のエ

ネルギーが共鳴する際に誘起され得る。そのため，典型的には交換積分の大きな有

機分子においてこの条件が満たされ、有機薄膜太陽電池の効率を向上させる可能性

がある。 

 

 

本研究では、ポラリトン形成が SF 現象に与える影響に注目した。ポラリトン形

成により S1のエネルギーや励起エネルギー移動効率が変調されることで、SF の効

率にも影響が現れると期待される。そこで、SF 現象が発現されることが既に知られ

るルブレン[1]を微小光共振器内に配置し、可視光領域の時間分解分光計測を駆使し

てフェムト秒からナノ秒にかけて SF ダイナミクスを調べた。その結果、共振器の

厚さをに依存して SF ダイナミクスが変調されることが判明した。 
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